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町
で
は
、
次
期
総
合
計
画
「（
仮
称
）
精
華

町
第
５
次
総
合
計
画
」
の
策
定
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
総
合
計
画
と
は
、
町
が
推
進
す
る
行
政
活
動

全
般
に
つ
い
て
、
10
～
30
年
先
を
見
据
え
、
施

策
の
展
開
方
向
を
示
す
も
の
で
す
。
そ
の
検
討

に
あ
た
っ
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

各
種
団
体
や
有
識
者
か
ら
広
く
意
見
を
聴
取
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
聴
取
の
一
環
と
し
て
、
町
内
在
住
の

小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
ま
ち
へ
の
思
い
を
表

現
す
る
作
品
を
募
集
。
ま
ち
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
か
ら
、
多
彩
な
作
品
が
生
み
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
応
募
作
品
は
５
月
22
日
㈫
の
選
考
委
員
会
で

審
査
さ
れ
、
左
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ

　

�

精
華
町
総
合
計
画
策
定
委
員
会
事
務
局
（
都

市
整
備
課
内
）

　
（
4
９
5

−

１
９
０
２
）

　
京
都
府
で
は
、
地
域
に
暮
ら
す
方
々
が
協
働

し
て
暮
ら
し
や
す
い
魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る

「
地
域
力
再
生
活
動
」
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　
補
助
金
の
交
付
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
支

援
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
項
目
を

ご
確
認
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
団
体

　
・�

自
治
会
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
・
子

ど
も
会
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
、
地
域
住
民

が
中
心
と
な
っ
た
団
体

　
・
そ
れ
ら
複
数
が
連
携
し
た
活
動
団
体

　
※�

政
治
・
宗
教
な
ど
に
関
わ
る
団
体
、
営
利

を
主
な
目
的
と
し
た
団
体
な
ど
は
対
象
外

で
す
。

▼
対
象
事
業

　

�

地
域
の
方
々
が
自
ら
取
り
組
む
、
環
境
保

全
、
安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り
、
子
育
て

支
援
、
地
域
産
業
お
こ
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
活
動

▼
交
付
（
補
助
）
金
額

　
対
象
活
動
費
の
お
お
む
ね
３
分
の
１
以
内

　
※�

京
都
市
域
外
の
活
動
に
は
、
財
団
法
人
京

都
府
市
町
村
振
興
協
会
か
ら
も
同
様
の
支

援
が
あ
り
ま
す
。

　
※�
活
動
内
容
や
予
算
規
模
に
応
じ
て
交
付

率
・
交
付
上
限
額
の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
期
間

　
９
月
３
日
㈪
～
10
月
１
日
㈪
の
平
日

　
受
付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▼
申
請
方
法

　
申
請
書
を
直
接
、
左
記
の
と
こ
ろ
へ
。

　
※�

募
集
要
項
や
申
請
書
の
様
式
は
、
町
役
場

５
階
・
企
画
調
整
課
に
置
い
て
い
る
ほ

か
、
京
都
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

○
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　
◆�

京
都
府
山
城
広
域
振
興
局
企
画
総
務
部
企

画
振
興
室
（
宇
治
市
宇
治
若
森
７
番
地

６
）

　
　
（
4
２
１

−

２
０
４
９
・
6
２
２

−

８
８

　
　
　
６
５
）

　
◆
精
華
町
役
場
企
画
調
整
課
企
画
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
０
０
）

地
域
の
活
性
化
目
指
す
活
動
へ

活
動
費
を
一
部
補
助

府
地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事
業

　
※�����

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
権
利
が
発
生
し

た
後
で
も
、
子
ど
も
【
注
３
】
の
出
生
な

ど
で
要
件
を
満
た
す
場
合
は
、
一
定
額
が

加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

　

�

障
害
の
も
と
に
な
っ
た
病
気
や
け
が
の
初
診

日
が
分
か
る
も
の
と
年
金
手
帳
を
持
っ
て
直

接
、
左
記
の
と
こ
ろ
へ
。

　
◆�

国
民
年
金
第
１
号
期
間
中
に
初
診
を
受
け

た
方

　
　

�

町
役
場
総
合
窓
口
課
（
２
階
）（
障
害
基

礎
年
金
）

　
◆�

国
民
年
金
第
３
号
期
間
中
に
初
診
を
受
け

た
方

　
　
京
都
南
年
金
事
務
所
（
障
害
基
礎
年
金
）

　
◆
厚
生
年
金
加
入
中
に
初
診
を
受
け
た
方　

　
　
京
都
南
年
金
事
務
所
（
障
害
厚
生
年
金
）

　
◆��

共
済
組
合
加
入
中
に
初
診
を
受
け
た
方

　
　

�

加
入
し
て
い
た
共
済
組
合
（
障
害
共
済
年

金
）

【
注
１
】
障
害
者
手
帳
の
等
級
と
は
異
な
り
ま
す
。

【
注
２
】
全
額
免
除
承
認
期
間
・
若
年
者
納
付
猶
予
承

認
期
間
・
学
生
納
付
特
例
承
認
期
間
を
含
み
ま
す
。

【
注
３
】
18
歳
に
な
っ
た
日
以
後
、
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
子
・
20
歳
未
満
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
子

○
問
い
合
わ
せ

　
◆
京
都
南
年
金
事
務
所

　
　
（
4
０
７
５

−

６
４
４

−

１
１
６
５
）

　
◆
精
華
町
役
場
総
合
窓
口
課
年
金
係

　
　
（
4
９
５

−

１
９
１
５
）

　
国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
と
き
に
初
診
を

受
け
た
病
気
や
け
が
に
よ
っ
て
、
障
害
等
級
の

１
級
・
２
級
【
注
１
】
に
認
定
さ
れ
た
場
合
、

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
申
請
す
る
た
め
に
は
、
次
の
①
②
の
条
件
を

共
に
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

▼
受
給
条
件

　
①
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

　
・���

初
診
日
の
前
日
時
点
で
、
前
々
月
ま
で
の

保
険
料
納
付
済
期
間
【
注
２
】
が
加
入
期

間
の
３
分
の
２
以
上
あ
る
。

　
・�

初
診
日
の
前
々
月
ま
で
の
１
年
間
に
未
納

が
な
い
。

　
②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と

　
・
国
民
年
金
加
入
中
に
初
診
を
受
け
た
。

　
・
20
歳
前
に
初
診
を
受
け
た
。

　
・���

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
日
本
国
内
に
住
所

を
有
す
る
間
に
初
診
を
受
け
た
。

▼
年
金
受
給
金
額

　
・
１
級
／
98
万
３
１
０
０
円
（
年
額
）

　
・
２
級
／
78
万
６
５
０
０
円
（
年
額
）

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
に
は

　広 告（掲載内容については各広告主

受賞者の皆さん
（敬称略）

★中学生の部（作文・応募総数216点）
　テーマ：「こんなまちで働きたい」
　最優秀賞　松山　　蒼（精華西中）
　　　　　　　　　　＝写真左から２人目

　優 秀 賞　正下文太郎（精華西中）
　　　　　　　　　　＝同左端
　入　　賞　木下　侑也（精華西中）
　　 〃　 　柴　　咲帆（精華西中）
　　 〃　 　前　　瑞紀（精華南中）

★小学生の部（絵画・応募総数400点）
　�テーマ：「わたしたちの思い描く精華町
未来予想図」
　最優秀賞　平田　優人（精 北 小）
　　　　　　　　　　＝同左から３人目　

　優 秀 賞　伊藤　杏那（川 西 小）
　　　　　　　　　　＝同左から４人目
　入　　賞　乾　　優菜（東 光 小）
　　 〃　 　鎌田　蓮利（山田荘小）
　　 〃　 　坂本紀乃香（東 光 小）
　　 〃　 　清水　桃伽（山田荘小）
　　 〃　 　中島正太郎（東 光 小）
　　 〃　 　野見山芽久（精華台小）
　　 〃　 　前田　穂波（東 光 小）
　　 〃　 　村田　悠夏（東 光 小） 入賞作品は、今後の計画策定の基礎資料となります。

緑の大切さ訴え募金
　町内の保育所や幼稚園、小中学校、南京都
高等学校で集められた「緑の募金」が、このほ
ど町役場に届けられました。森林整備活動な
どを支援する同募金として、今年寄せられた
総額は８万2431円でした。

○問い合わせ
　産業振興課 農業振興係（4 95−1903）

精華西中学校では、生徒会の皆
さんが主体的に活動し、木村要
町長に届けてくれました

こんなまちに住みたい

こんなまちで働きたい
わたしたちの想い描く未来の精華町作品コンクール

選考結果発表


